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腐朽木材から水和活性炭の製造
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序雷

北海道の森林は天然林が多く， .したがって人工林にくらべて枯損木の割合が多い。こ

れらの枯損木は木材生産の対象とならないで林内に遺棄されるために，林木の腐朽を蔓延

し，林業上好ましくない影響を与えている。しかしこれらの枯損木も適当な利用の方法が

あれば健全材と同じように木材生産の対象となれ伐採搬出されるから森林保護の上から

は非常に望ましいことである。木材が腐朽するとその強度が失われ，化学的にも菌の種類

によってそれぞれ特徴のある組成の変化を生じ，また化学的組成には影響の少ない変色程

度の腐朽であっても木材のもつ固有の美しさは失われて，工芸的価値はいちじるしくそこ

なわれる。筆者は北海道産針葉樹を主とする数種の腐朽木材の組成1)およびその他の性

質2).めについてすでに報告したが， これらの木材はそれぞれの腐朽の種類とその程度によ

筆者は北海道大拳農拳官官林産製遁拳助教援
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ってそれぞれ利用が考えられるべきものであって，たとえばリグニンを消費して炭水化物

を多く残存するいわゆる白腐れ材ではその利用は炭水化物に主眼をおくべきものでらり，

またリグニンを多く残すいわゆる赤腐れ材の利用に当つては利用の主眼はリグニシにある

と考えなければならない。植物を硫酸によって脱水炭化し， これから吸着性の強い炭化物

が得られるが，水野等は濃紙，マツ材，およびマツ材からの塩酸リグニンを低温で常圧下

に処理していわゆる水和活性炭の研究10)を行っている。また当教室においてもこの方法に

ならい，木材を原料として水和活性炭の製造が試みられ，樹種による吸着性の相違が明ら

かにされた向。筆者はこの方法を腐朽木材に応用し， JJ(和活性炭の製造を行ってその一部

はすでに報告めしたが，これらの結果をとりまとめて報告する。なお研究に当り御指導を

賜わった福山伍郎元教授，半沢道郎助教授，直接援助された里中聖一助手に感謝する。!

I 試料

試料はすでに報告した性質のものでらるが，その要点をまとめて示すと次のようであ

る。

A エゾノコνカケ・(Fomesjezoensis TOCHINAl et KAMEI)によって腐朽したエゾマ

ツ材 (Piceajezoensis CARR.). 

北大天塩第一演習林産のもので，腐朽の段階を 4つに分けて分析したものの中から初

期，中期，末期の 3段階をえらび，これについて実験を行った。それぞれの段階における

化学的組成とアルカリ消費量は第 1表のようである。

B エゾタケ (Polyρorusborealis FR.)によって腐朽したアカエゾマツ材 (Picea

Glehnii MAST.). 

北大雨竜演習林産の材であるが，この種の腐朽木材は比較的すくないものと考えられ

その菌学的研究もわが国においては今関わが最初でゐわ さらに亀井めによってくわしい

報告がなされているにすぎない。したがって ζ の種の腐朽木材が量的には化学的利用を目

的とする研究の重要部分とは考えられないが，白褐中間型に当る性費をもっているので興

味ある腐朽木材である。試料としては健全，変色，末期の各段階をとり，その化学的性質

は第3表のようである。

C トドマツオオクズラタク伊'olYlう'orusbalsameus PK.)によって腐朽したアカエ

ソ.マツ材

北大雨竜演習林産の材である。腐朽薗は最初亀井7)によって報告されトドマツオオク

ズラタケと称された。この菌による被害木は各所において見られ，北部北海道では，決し

てまれのものでなく，利用の対象として当然とりあげるべきものである。試料とした企段

階の化学的性質は第5表のようである。これによっても明らかなようにこの種赤腐れ材は
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腐朽が進むにつれて炭素含有率が増加するため，活性炭など炭素を利用の対象とするもの

には好適の材料と考えられる。

D カイメンタケ (PolYtorusSchweinitzii FR.)によって腐朽したアカエゾマツ材，

カラマツ材 (LarixKaemρiferi SARG.)およびヒノキ (Chamaecy，ρarisobtusa S. et Z.)， 

サワラ (Chamaecytaris戸s併raS. et Z.)の赤腐れ材

アカエゾマツは北大雨竜演習林霊，カラマツは北大構内演習林実験苗圃の被害木，ま

たヒノキ，サワラは上松営林署貯木場で採取した赤腐れ材である。カイメシタケは北海道

における木材腐朽菌の中では， もっとも普通にみられる赤腐れの原因菌である。したがっ

てこれによる腐朽木材の利用の研究は重要視されるべきものの 1つである。これら 4種の

材はすべて腐朽の末期的段階のもので，第7表に示した化学的性質からも知ることがで

きる。

1I 責駿の方法および結果

i 水来日活性農の製造方法

試料は 40meshのふるいを通過した木粉を 1050Cで乾燥したものである。すなわち絶

乾試料木粉5gを100cc容のビーカーにとり，これに 70%H2S04 25 gを加え， 800Cの湯

浴中でガラス棒を用いてときどき撹持しながら 1時間処理すると，木粉は黒変し泥のよう

な挟態に変化する。 こうして得られた試料をピ{カ{に入れたまま時計皿で蓋をして 150

。Cの恒温器中で 8時間加熱処理する。加熱処理によって泥肢の試料は固化するから，冷

却後これを乳鉢を用いて充分すりつぶし， 潟、過板を用いて濯、紙上にとり， U の熱水を用

いて洗糠すると黒色の水和活性炭が得られる。洗i燦を終えた活性炭は数ccの熱水を用い

てさらに洗糠し，濃液をとって島津式筒易 pH試験器を用いて pHを測定した。 こうして

得られた水和活性炭は湿ったままで重量を測定し，さらにその一部をとって水分を測定し

て絶乾!&量を算出した。なお活性炭は試験管などにとって密、栓し乾燥しないように注意し

ながら吸着試験に用いた。

ii 吸着試験の方法

メチレシプノレーとカラメノレの吸差試験は昭和 22年 6月19日付官報に記載の方法を参

考にして次のように行った。

1) メチレンプノレ{試験

湿った活性炭の絶乾 0.1g相当量を 50cc容共栓三角プラスコに秤取し，これに 0.15%

メチレシブルー溶液 15ccを加えて， 5分間振還してから鴻、過し，濃液の濃度を標準液と比

較して脱色の性能を表わした。 これに用いる標準液とは， 0.15%メチレシプノレー水溶液を



試 華寺 容積重

Volume 
Sample weight 

Ao 0.42 

Al 0.42 

A2 0.37 

A3 0.22 

第 1表 エゾノコシカケによワて腐朽したエソ守マツ材の成分とアルカリ泊、費量

Table 1. Chemical composition of Yezomatsu spruce (P化ω jezoe間 i8C¥RR..) 

de巴ayedby Fo骨te8jezo仰抑 TOCHlNAIet KAMAEI and volume of 
dilute alkaline solution consumed by the decayed wood 

成 分

Chemical composition (%) 

アルコーノレ

摘I%N出aOH物-ベンゼン
炭 素 リ クン セノレローヌ「 αーセルローズ

抽Alc出ohol物-
ーザン

Carbon Lignin Cellulose α-Cellulose β十r-cellnlo'eiPentosan 1% NaOH 
benzene soluble 
soluble 

48.45 27.66 51.24 32.47 18.77 12.80 2.08 13.73 

48.80 27.76 35.49 20.29 13.63 1.73 13.77 

49.29 29.84 50.00 32.07 17.93 11.24 2.44 18.98 

48.60 22.62 31.84 30.23 10.81 3.34 21.02 

様 30分加熱 Heatedfor 30 mi田.

雲

O.IN NaOI王様
の消費量

i昆.7]t抽出物 Volume of 
Hot 0.1NNaOH 
ater consumea wa"ter 

soluble I (cc/O.l g) 

3.47 0.72 

11.57 1.00 

6.80 1.61 

8.38 1.49 



第 2表 エゾノコシカケによって腐朽したエゾマツ材から遣った水利活性炭の性能

Table 2. Adsorptive power of the hydrated active carbon from Yezomatsu 
spruce (P. jezoe畑 isCARR.) decayed by Fomes jezoensis T. et K. 

試料

Sample 

AI 

A2 

A3 

Yield 

最終漉波
.IJk量|のpH 水分|灰分

Ash 

(%) 

61.1‘ 

59.5 

59.5 

pH of last 
filtrate 

Moisture 

吸着カ
Adsorptive power 

カラメノレ

caramel 
メチレンプルー Methylene-blue 

(%) 

脱色牽.
percentage 

of'de-
巴:olouration

pH 

15cc 13 c巴

吸 着度吸着度|
Degree of I pH I Degree. of I pH 
2坐空rptionI 空坐竺畦竺pi

3.5 2.3 2 2.6 

vo 、，，

Q

4

9

“
 

q
u

。。

一

一

一

1) 2.4 

(%) 

3.7 80.05 0.17 81.1 

3.6 81.04 

3.4 78.90 

0.13 73.3 

0.29 65.6 

書



第 3表 ェゾタケによって腐朽したアカエゾマツ材の成分とアルカリ消費量

Table 3. Chemical巴ompositionof Akayezomatsu spruce (PiceαGlehnii 
MA町.)decayed by Polypor旬8boreαlis FR. and volume of dilute 

alkaline solution 巴on呂田nedby the decayed wood 

事

ω
N

試料

Sample 

Bo 

BI 

B2 

Ba 

容 積 重

Volume 
weight 

0.42 

0.39; 

0.40 

0.34 

O.lN NaOH持

の消費量

Volumeof 
O.lN NaOH 
consumed 

アルコーノレ I ~ • _ _ ~__ I 

・ペ y ゼン 11%NaOHI温水抽出物

抽由物|抽出物 Hot
βlcohol-11μNaOHI water 
be?~~ne 1 soluble 1 soluble 
soluble I ------- I 

4.90 16.13 

no 
n
0
 

• 9
0
 

d
u
z
 

n
A
U
 

• 。G
噌

E
A

w
b
 

n
w
u
 
• 噌

E.
‘

炭素

Carbon 

リグユン

Lignin 

50.37 53.70 oo 
nu 。。

13.31 

28.20 40.73 

49.77 27.63 11.32 58.94 35.51 

51.59 40.19 1.54 14.86 11.71 28.99 55.96 2.26 

49_17 54.67 21.75 27.40 29.93 

持 30分加熱 Heatedfor 30 mins. 

(cc/0.1g) 

7.07 0.89 

0.75 

2.40 0.98 

8.56 1.37 



試 料

Sample 

Bo 

Bl 

B2 

Ba 

第 4表 エゾタケによって腐朽したアカエゾマツ材から遣った水和活・性炭の性能

Table 4. Adsorptive power of the hydrated active carbon from Akayezomatsu 
spruce (Picea Glehnii MAST.) de巴ayedby Polyporu8 borealis FR. 

吸 rpti着ve 力Adsorptive power 

製造番競 Jf!C 量
最終源波

ァk 分
の pH カラメノレ メチレンプルー

Production Yield Moisture Caramel Methylene-blue 

number pH altorf atlae st 
吸 着 度Percentage pH DadesgorreE e of 

_ pH 

(%) (%) de巴olooufration sorption 

1 79.0 2.8 73.65 37.8 5.3 1O( 2.4 

11 62.2 2.5 75.51 20.0 5.3 8 2.3 

1 52.9 3.3 81.73 45.6 5.3 6 2，5 

11 62.2 2.7 76.81 41.3 5.2 2 2.5 

1 64.5 3.0 69.26 41.8 5.0 1) 2.5 

11 63.5 2.9 79.75 43.1 5.0 1> 2.1 

1 67.9 3.1 60.05 32.0 5.0 8 2.6 

11 63.5 2.0 76.45 30.7 4.7 10( 1.8 

震
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第 5表 トドマツオオウズラタケによって腐朽したアカエソママツ材の成分とアノレカリ消費量

Table 5. Chemical composition of Akayezomatsu spruce (PiceαGleh叫ii
MAST.) decayed by Polyporu8 bal8αmeU8 PK. and volume of dilute 

alkaline solution巴onsumedby the deayed wood 

試料

Sample 

C。

Cl 

C. 

CiI 

容 積 重

Volume 
weight 

0.44 

0.46 

0.37 

0.31 

炭素

Carbon 

48.92 

49.39 

n
G
 

au -
nu 

ro 

52.92 

成分 | 

Chemical ∞mposition (%) 1 0.1 N NaO伊

-， -------"1----- ---1 一ーっ一一一一一一一 の消費量ITノレコーーノレ

1. .1 _ 1 ~.. 1 べント 1. ベンゼン 11~ ~a9.H，温水抽出物I Volume of 
リグユン|セルローズ 1 a-セルロイ s・セルロベ!ーザン|抽 出 物|抽出物| 宵叶 1 O:ÜrÑ~aÕH 

Lignin Cellulose !a-Cellulose I刊冶llulose1 D~~"~M~ I ~lcohol- 川I%Na叫OHI wat句er I c叩⑮ns醐s叩u国凶me
I ----------1-----------Ir ----------1 .t'enτtoS閲anI b白n回zeneI -soi~bl~--I sωolu由lbe
|I  soluble II  uV.~U~ I (cc/O.lg) 

釘 21 i 54偲|削 11四|側 2.32 13.79 I 9.74 

5.97 イ3505 川町4 4.2 

10卸6.79

1.01 

20.58 10.21 0.80 

31.14 2准.80 2.27 42.49 6.32 nu a-n
υ a

u
z
 

12.44 

48.28 24.40 10.18 9.33 9.63 50.56 3.05 9.32 2.71 

器 30分加熱 Heatedfor 30 mins. 



.6農 トドマツオオウズラ 9ケによっで腐朽したアカエゾマツ材から遺った水和活性炭の性能

Table 6. Adsorptive power of the hydrated active carbon from Akayezomatsu 
spruce (Picea Glehnii MAST.) Decayed by Polyporu8. balsameus Pk. 

吸 着 カー
Adsorption powere 

製宝章番披 J¥!c 量
最 終 穂 波

* 分試 華ヰ の pH カラメル メチレンプルー

Produ巴tion Yield Moiture Caramel Methylene-blue 
Sample number pH alotr f last 股 色率 |trate 吸着度

Percoef ntage pH aDdesgorrepe tioof n pH 

(%) (%) decolouration i 

E 58.0 2.9 72.38 39.3 5.l 2 2.4 
Co 

11 59.5 2.6 77.45 38.9 5.1 2 2.7 

1 62.8 3.1 76.13 55.3 5.3 ! 8 2.4 
Cl 

11 63.9 2.0 75.02 ‘18.7 5.2 10 2.3 

1 62.6 2.7 73.91 52.0 5.2 2 2.4 
Cョ

11 65.3 2.7 74.66 22.7 5.0 10く 2.4 

1 71.5 3.3 67.47 43.1 5.1 5 2.4 
C3 

11 69.3 2.5 72.03 21.1 5.2 1O( 2.3 

書



試 料

Sample 

アカェ〆マツ

E 
(Akayezomatsu) 

カラマツ

F 
(Karamatsu) 

ヒ ノ キ

G1 
(Hinokil 

サ ワ ア

G2 
(Sawara) 

第 7表 カイメンタケによって腐朽したアカェ〆7 ツ，カラマツ材および

ヒノキ，サワラの赤腐れ材の成分とアノレカリ消費量

Table 7. Chemical composition of Akayezomatsu spruce (PiceαGlehnii MAST.) and Karamatsu 
larch (Lαγ伐 KαempferiSARG.) decayed by Polypo問 8Schweinitzii FR. and Hinoki 

cypre3s (Ch日前仰cypq，ri8obt叫悶 S.et Z.) and Sawara巴ypress(Chα例制cyαris
pぉiferαS.et Z.) decayed dy brown rot fungi， and volume of dilute 

alkaline solution consumed by the de巴ayedwood 

成 分

容積重
Chemical composition (%) 

Volume 
灰分 炭素 I〕セ…ル1i「「一セリ…叶一ルバJ引l同μトβ針阿肝昨…ぺvげ仲山…T予h…占吐叫セリルweight リグニン ズ ローズローズ

Ash Carbon 
Lignin I C~I:I:se 右足句お川l SJOI2l10L 1 

0.34 0.59 54.58 45.15 14.06 0.46 13.60 17.67 9.76 48.48 11.89 

0.30 1.27 63.04 2.15 13.60 7.55 66.34 21.63 

0.39 58.16 日.15 7.47 2.79 4.50 10.11 12.71 57‘49 8.56 

0.10 0.81 64.53 73.73 10.20 0.79 9.41 10.32 3.33 53.ω 

勢 30分加熱 Heatedfor 30 mins. 

震

O.lN NaOH持

の消費量

Volume of 
O.lN NaOH 
consumed 

(巴巴/O.lg)

3.32 

3.19 

2.81 



第 8表 貫主種の赤腐れ材から透った*和活・性炭の性能

Table 8. Adsorptive power of the hydrated active. 

巴arbonfrom some brown rotted wood 

試 料 吸 者 カ

Sample 最終漉波
Adsorptive power 

製造番波 ヰ主 量 の pH 分 灰 分| カヲメル メチルレンプル

Production Yield plEast of Moisture Ash Caramel Methylene-blue 

材 手重 菌 種 number 

Wood species Fungi spe巴ies
filtrate p股eztage pH | l pH 

f 

(%)colouration aDd吸esgor着repet寧ioonf i 
(%) (%) 

アカエゾマツ
カイメンタケ 1 74.6 2.9 68.91 37.1 5.3 10 2.4 

PweαGlehnii 
SchPtcoel4v9tpUoZr4u2 s FR. MAST. 

11 68.8 4.4 76.27 32.2 5.1 9 2.4 
(E) 

カラマツ
カイメンタケ

Lαriτ 
SchPtmoettz?rtpt oTt48 1 75.8 3.9 70.17 0.17 33.3 5.2 7 2.8 

kaemFf(FeT) 4SARG. wein匂ziiFR. 

ヒ ノ キ

C加 ??zamD.Weafds 
obtusαt  Z. 

1 78.1 3.8 72.49 1.74 46.7 D 2.4 

(G，) 

サ ゲ ア
1 86.4 2.9 63.98 35.1 5.2 2 2.6 

Pc4h8αif刑edr(zGαec2S)zr.peαt γZ48 . 一
11 80.4 2.7 66.76 11.6 5.3 10( 2.8 

雪
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第 9表 健全材から遣った水和活性炭と市販活性炭の性強

Table 9. Adsorptive power of the hydrated active carbon from 
日omesound wood and commerciaI active carbon 

試料

Sample 

エゾマツ r1 J-1 
Picea jezoensis CARR. 

ト rマツ [1]ー2
Abies M ayriaπαM. et K. 

シナ [1]-8
Tuiαjap仰化αSIMK.

ナラ [1]-4 
Quercus crispula BLUME. 

ナ ラ [vJ--5 
Quercus cris戸uaBLUME. 

市販活性炭
CommerciaI active carbon 

A 

B 

C 

D 

4lc 量

Yield 

(%) 

ω.1 

62.2 

55.4 

59.5 

58.0 

吸着~カ
Ad自orptivepower 

メチルレンプノレ{

吸着度
Degree of 
adsorption 

(Methylene-blue) 

6 

7.5 

7 

1> 

1> 

10く

10 

10( 

10く

カラメノレ股色寧%

P.er巴entageof 
decolouration 
. (CarameI) 

78.8 

78.8 

75.6 

78.9 

88.9 

33.8 

81.1 

詔.2

40.0 



a 

b 
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Table 10. Test of adsorption of penieillin with也ehydrated aetive earhon 
and elution of adsorbed one from the earhon with aeetohe 

活性炭によって アセトンによって溶出された

原液のカ償
吸漉P着過'ot虞原e理ni夜e.yのされ力of債た 吸着されたベニシリン

ベユシリン溶液のカ使 1 

Poten巴yof acetoI1e solution of peniciIlin 

活性炭の種類

PDSooeotrneliuingctciiiny lolan il n of 
filtrate of 

Adωrped penicillin 原重量液のカ僚合に 吸着ぺ品 U リ

Kind of active carbon poseornliiugctiinilolain l n 、
カ 償 する割 :;の割bカa僚合si に艶印1basis of、する

Potency pootr号Egnlpnyapif On s of 
treated with U ア4 副sorbed

active carhon illin tieni cilli 
U U 

penI9C411n penI9E4 I n  

E市b販m活me性r炭cial acti ve carhon D 380 5.9 374.1 98.4 113.0 29.7 30.0 

Tト'00ドomマatツsu(健b全(s)ouInIdI)-1 380 7.6 372.4 98.0 150.0 39.4 40.2 

. 
ェ〆マツ(健全)[I(s1o4und) 
Yezomatsu spru巴e 380 16.5 363.5 95.6 157.5 41.4 43.3 

ナラ s健ou全nd))[I14 
Nara oak ( 380 7.8 372.2 97.9 193.8 51.0 52.0 

Sシhinabaナssw(健00全d)(s[oI un14 d) 380 7.1 372.9 98.1 261.8 68.8 70.2 

ヒノキ (Gil
銘0 5.6 374.4 98.5 '¥ Hinoki巴ypress 147.5 38.8 39.3 

ナ ラ
362.5 Nara oak (sound) [V]-5 54.3 308.2 85.0 93.3 25.7 30.2 

シ ナ
362.5 117.5 Shina basswood (sound) [1]-3 245.0 67.5 179.2 49.4 73.1 

カラマツ
362.5 113.8 

Kaでamatsularch (F) 
248.7 68.6 240.8 66.4 96.8 

一一一一一 一一一
Note; a) 0.2 g of active carbon I 10 cc of fluid b) 0.1 g of active carhon / 10 cc of fluid 

書
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1 2 10 
一一一一 一一一一一…一一一一の濃度に稀釈し， これを同じ太さの試験管に密閉して順
10，000' 10，000' ， 10，000 
に 1，2，……， 10と番号をつけたものである。 たとえば 3.5とあるのは漉液の濃度が 3と

3.5 
4の中間にあることを意味し一一一ーを意味するほど厳密なものでなく一一一一~一一一一10，000 ~，，，，，，，，. -_.--，~~.~ u - -，.~， 10，000 10，0∞ 
程度の意味である。 また1.5%溶液 15ccを加えて試験を行った場合， よく脱色が行われ

て溶液の濃度が 1よりも低くなった場合には，別に新たに 0• .1 g相当量に溶液 20ccを加え

て吸着試験を繰返し，また 15cc加えて行った濃液が 10以上の高濃度であった場合は加え

る液量を逆に 13ccに減らして試験を行った。なお 0.15%メチレシプノレー原液の pHは

1.5であった。

2) カラメノレ試験

試料絶乾 0.1g相当量を 100cc容の秤量瓶に秤取し， カラメノレ原液 40ccを加え， 振

幅 10cm，振動数 160回/分で 15分間振壷して濃過する。別に試料を加えないで同様処理

して得た濃液を比較標準溶液として両濃液を Duboscqの比色計によって比色し，脱色率

を算定した。この試験に用いるカラメノレ原液は次のようにして作られる。すなわち最純サ

ツカローズ 12gを8ccの水に溶解し， これに比重1.84の濃硫酸 Lccを水 4ccでうすめ

て加え，湯浴上で 30分加熱後，さらに 2gの苛性ソーダを加えて 5分間煮沸してから冷

却し，これに稀苛性ソーダ溶液を加えて中和(リトマス試験紙中性)してから水を加えて

120ccとし，この中から 40ccをとって水500ccを加えて調製したz

3) ペニi/9ンの吸着と溶出試験

一定の力価を有するペニi/9シ溶液(又は培養原液)10ccに活性炭を絶乾 O.1-0.2g

相当量加え，振幅 10cmで120回/分のはやさで 10分間振重して濃過する。 この濃液の力

価を葡萄朕球薗 (Staρhylococcusaureus)によって検定し， これから活性炭に吸着された

ペニνリンの量を算定する。 次にこの活性炭に吸着されたペニν9~を 80% のアセトン

水溶液 10ccを用いて溶出し， アセトシ洛液の力価を同様にして検定しで溶出されたペニ

主/リシの量を測定する。なおペニνリンの単位何)は Na結晶 G(II)の0.6rの有する抗菌

作用である九

iii結果

1) エゾノコi/カケによって腐朽したエゾマツ材から遣った活性炭(第2表)は，腐朽

の程度によるi投量の差はほとんどみられない。水分は瀦紙上で吸引 Lながら充分水をきっ

て測定したものであるが 78.90-81.04%とほぼ80%に近い値を示している。 灰分は 0.13

-0.29%で原料腐朽木材の 0.21-0.40%よりやや少なくなっている。次に吸着力はメチレ

ンブルーでは腐朽したもの侭どよく，カラメノレではこれと反対に健全に近いものほどよく

なっている。これら諸性質の成分との関係をみると a-セノレローズの多いものからの活性炭
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ほどメナレンプノレ』の吸着は悪く，反対にカラメノレの吸着がよくなっている。またアノレゴ

ーノレ・ベンゼ γ抽出物や 1%NaOH抽出物の多いものほどメナ νシプノレ{の吸着はよく，

カラメ Jレは逆に悪くなっている。

2) エゾタケによって腐朽したアカエゾマツ材から造った活性炭(第 4表)は，収量と

腐朽の段階との聞に一定の関係はみられず，また 2回の値の聞にかなりのひらきのあるも

のもあるが 52.9~79.0% を示している。この値は白腐れ材であるエゾノコ νカケによる腐

朽木材から造った活性炭よりも一般に高い傾向がみられる。吸着力は前者とはことなり，

メナレシプノレーもカラメノレも同一傾向を示し，成分との関係をみると温水抽出物の少ない

ものほど高い吸着力を示している。 また B，からのものはメチ V ンプノレ戸においてとくに

高性能を示しているが， これは他の原料のかセノレロ{ズが 3.98~13.56'?らであるのに B2は

40.19%と高い値を示していることから考えて，これの影響であるとも思われる。

3) トドマツオオウズラタケによって腐朽したアカエゾマツ材から造った活性炭(第

6表)は，収量は腐朽の進んだものほど高く 58.0-71.5%となっている。こめ傾向は炭素，

Fグユンおよび 1% NaOH抽出物の含有率とほぼ平行して高くなっており，セ lレローズの

含有率とは相反している。水分は前2者と大差なく 67.47-77.45%を示している。次に吸

着カは 2回の{直が大きくひらいたものがあって容易にIi贋序をつけがたいが，第 1回の製造

めでは健全辺材C。と完全腐朽Cc，がカラメノレの吸着においては中期腐朽段階のものよりや

や劣り，第 2回では健全辺材がよく腐朽部はこれよりも劣り，腐朽木材 3段階の聞の差異

はすくない。また各回ごとのメチ V γブルーの吸着はすべて第1回のものが第2回のもの

にまさり，全般的には健全辺材がよく，他は大警がないと考えられる。これらの結果と成

分との聞に規則的関係を見出すことは困難であるo

4) その他の赤腐れ材から遣った活性炭(第8表)は収量が 68.8-36.4%と前3者にく

らべて高い{置を示している。ことにサワラは 80.4-86.4%の高収量を示しているが，これ

は原料材粉の炭素含有率が 64.53%， リグニン 73.73%と他のいずれの腐朽木材にくらべ

ても，とくに高い値を示していることから容易に理解できる。水分は 63.98-76.27%であ

って他の活性炭と大差がないο つぎに吸着カをみるとカラメノレはそれぞれの聞に大差はみ

とめられないが，メチレンプノレーはヒノキのみがとくに高い吸着力を示している。このヒ

ノキの活性炭はカラメノレ， メチレシプlレーとも 4者・の最高値を示しているが， これの原料

材粉の成分をみてもこれだけがとくに異なった組成を示しているわけでなく，紺成と吸着

カとの聞に一定の関係を見出すことは困難である。

以上カラメルおよびメチレシブルーの吸着試験の結果から，吸着カと原料腐朽木材粉

の組成との間には全腐朽木材に共通な一定の関係はみられない。ただここで考慮しなけれ

ばならないことは，製造条件の中で原料の粉砕度， 800Cでの加熱，活性炭の磨砕および洗
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糠などの条件はほとんど一定に規整できたが， 1500Cで8時間加熱はその規整が困難であ

った。すなわち中型の電気乾燥器を用い幅射熱む影響をさけるためアスベストで熱源を被

い，さらに温度の配分を等しくするために金網をしくなど装置を工夫したけれども約 10

箇のビーカ{の加熱を均一にすることは困難であった。 それゆえ 150C。処理後，洗糠前

に炭化物+硫酸の重量を測定したところ，同時に造った同一試料からのものの聞に大きな

ひらきのみられたこともあった。

吸着に影響あると考えられる pHは，吸着試験には同一原液を用い， さらに吸着させ

てから濃過したその濃液についてみるとカラメノレ 4.7-5.3， メチレンプノレー1.8-2.8と近

い値であった。したがってこれらを総合すると水和活性炭の性能の相違は試験方法よりも

主として製造条件によることがわかるが，これの製造に当つては検討すべき問題が残され

ており，解明が容易でない。しかし筆者はさらに腐朽木材は他の健全材にくらべ水和活性

炭の製造原料としてどんな得失があるかを各種健全材から造った水和活性炭の性能(第9

表/0)を参考としてその概略をしらべたところ，およそ次のようにいうことができた。

a. カラメノレの吸着力はエゾマツの白腐れ材をのぞけば腐朽木材からのものはすべて

低い値を示している。しかしアカエゾマツの健全材が別に製造した第 9表のエゾマツや十

ドマツの 73.3%にくらべて 38.9-39.3%と低い値を示しているので，吸着力の相違は原

料に影響される以外に，ここにおいてもやはり製造条件の影響がかなり大きいととがうか

がわれるので完全な比較は困難である.

U. メチレンプノレーの吸着はナラ材にはおとるが他の健全材にくらべてかならずしも

低くなく，ことにヒノキの赤腐れ材 (G1)とエゾタケによって腐朽したアカエゾマツ(旦)は

高い吸着力を示している。

なお第 9表には市販活性炭の性能も列記したが，これをみると Bがカラメル脱色率に

おいて高い値を示している外は一般に性能がよくない。しかしこれらを比較検討すること

は原料の得失でなく活性炭本来の得失であり，普通の乾燥朕態の活性炭と水和活性炭の-比

較となるから， くわしく検討することはしないで，単に参考までに記載した。

5) ペニνリンの吸着試験結果は第 10表のようである。まず粗培養液の 10∞に絶

乾 0.2g相当量の活性炭を加えて試験した結果 (a)をみると，吸着力はヒノキの 98.5%が

最高であって最低のエゾマツ 95.6%との聞にわずかに 2.9%の差があるのみであるが，吸

着されたペニvリンをアセト，シに溶出した結果は最高は乙/ナの 70.2%，最低は市販活性炭

の30.0%であって大差を示している。ぺニνリンの精製に用いる活性炭の優劣はアセト

ンに落出した部分の大小，すなわち精製ペニ乙/9ンの粗ぺユ乙/9 :;に対する割合となるわ

けであるが，これをみると νア68.8%，ナラ 51.0%と比較的よしエゾマツ， トドマツ，

ヒノキ腐朽木材はそれぞれ 41.4%，39.4%， 38.8%と近い値であって，最低は市販活性炭
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の29.7%となっている。 また精製ぺニvリシ溶液を用いて行った試験 (b)の結果をみると

カラマツ腐朽木材から造った活性炭は吸着力においてはナラの 85.0%に及ばないが，吸

着からアセトンj容出の結果までをみると原ぺニV リンに対して 66.4%に相当する精製ぺ

ュν9yを得て， νナ49.4%， ナラ 25.7%よりもよい結果がえられている。 これら a，b 

の試験の結果を総合するとペニvリシの精製に用いる場合の活性炭の性能はカラマヅの赤

腐れ材が最良であって vナ，ナラ，エメマツドマツ，ヒノキの赤腐れ材，市販活性

炭の!顧となっている。

III結論

水和活性炭の製造条件はここに用いた条件，すなわち 5gの試料に 70%の硫酸25宗

を加え， 800Cで1時間処理後，さらに 1500Cで8時間処理が最良の条件のであるので，腐

朽木材を用いた場合もまったくこれと同じ条件で製造し，原料としての優劣を考察した。

したがって薬品の使用量，必要熱量などの条件はほとんど差がないから，その優劣は製品

の性能にある。原料の調製においても腐朽木材は粉砕しやすい利点はあるけれども，工場

の廃材白としての鋸屑と比較すれば調製においてかならずしもまさっていない。以上の観点

から腐朽木材からの水和活性炭の性能を数種の健全木材のそれと比較すると，

1) 水和活性炭の収量は広葉樹よりも針葉樹が高い， したがってνナ，ナラなどの広

葉樹と比較して収量の高いのは当然であるが，さらに同樹種の針葉樹健全材とくらべても

いずれの腐朽木材も劣っていない。その中でも赤腐れ材のリグユシ含有率の高いものはふ

つう健全材からのものが約60%であるのに 70%をこえるものが多く，最高はサワラの

86.4%であった。

2) カラメノレの吸着力はエゾノコνカケによって腐朽したエゾマツ材の A，81.1%， AJ 

73.3%が比較的高い値を示しているのみで，他はほとんど高性能のものがみられない。こ

れは第9表に示した健全材からの水和活性炭の吸着カがエゾマツ， トドマツとも同じ 73.3

%.νナ75.6%，ナラ 78.9-88.9%と比較しても明らかに劣っている。 しかしこれら腐朽

木材から造った活性炭をそれぞれの同一樹幹内の健全部 (Bo. Co)と比較すればかならず

しも劣っていない。

3) メずレシプノレーの吸着力はエゾタケによって腐朽したアカエゾマツ材のうち，s・

セノレロ{ズの含有率の高い B~ とヒノキの赤腐れ材がとくに高性能を示し， 高性能のナラ

健全材からのものに匹敵する。その他の腐朽木材は健全エゾτツ材日]ー1の6，トドマツ [IJ-

2の7ムアカエゾマツ Bt1の 10"8， C。の 2，2をもとにして考えると優劣は論じがたい。

4) ぺニνリγの精製に用いる活性炭の性能試験は，カラマヅとヒノキの赤腐れ材の

2種類だけについて行ったため，一般的に論ずることはできないが，ペニνリンの吸着，['生
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はナラ， νナ，エゾマツ， トドマツの各健全材からのものと比較すると，ヒノキが最高で

ありカラマヅは中位である。さらにアセトシに溶出するまでの性能を比較するとカラマツ

が最高を示し，ヒノキは最低であった。

以上の結果を総合すると腐朽木材から製造した水和活性炭の吸着力と成分との聞には，

一定の関係はみられないが，それぞれ用途に適応した性能を考えるとペニνリシの場合の

ように優良なものを造ることができる。また吸着性もアノレカリについてみると，腐朽木材

そのものも吸蒼性が健全材よりも高いことはすでに報告のしたところであり，単に化学的

性質の相違ばかりでなく微細構造の上からも吸着性に及ぼす健全材との相違が考えられる

から，水和活性炭にあらわれたような特性が他の製造方法によって造られる活性炭にもあ

ることが考えられ，化学的利用の 1っとして活性炭への利用は今後研究する価値があるも

のと思われる。
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Summary 

Production and test of hydrated active carbon from decayed wood was Invl倒舗で
gated. 

Sample 

a) Picea jezoensis CARR. decayed by Fomes jezoensis TOCHINAl et KAMIU 
(Table 1). 

b) Picea Glehnii MAST. decayed by Poly'ρorus borealis FR. (Table 3). 
c) Picea Glehnii MAST. decayed by Polyporus balsameus PK. (Table 5). 
d) Picea Glehnii MAST. and Lari:x KaemPferi SARG. decayed by Pιlyporω 

Schweinitzii FR. and Chamaecy，ρaris obtωa S. et Z: decayed by a brown 
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rot fungi (Table 7). 

民.fethod

Five grams of oven-dry ground wood passing a 40-mesh sieve are placed in a 

beaker into which 25 g of 70%H_SO. have been poured. The mixture is stirred 
with a glass rod and maintained at 80"C in a water bath for one hour and then 
heated at 1500C for eight hours in a drying oven. After those carbonizing treatments 
由ebeaker is cooled in a desiccater and the matter is ground as finely as possible 
before washing with one liter of boiling water. Adsorptive power of the moisten 
active carbon ¥hydrated active carbon) is tested wi出 methylene-blue，caramel and 
penicillin solution. 

Result 

1. The yield of carbon from sound wood was usually about 60 per cent， white 
rotted wood was 59.5 to 61.1 per cent， intermediate rotted wood was 52.9 to 67.9 per 
cent and brown rotted wood was 62.6 to 84.6 per cent. The moisture contents were 
aboutωto 80 per cent. 

2.τ'he adsorptive power was sometimes di任erentin every production of the 
carbon even from the same sample but c∞ld be stated in general as follows: 

a. -The power to adsorb caramel solution was comparatively high iri the white 
rotted wood carbon (Table 2) but it was rather lower in other rotted wood carbons 
(Tables 4， 6 and 8) than in the sound wood carbon (Table 9). 

b. The power to adsorb methylene-blue solution was high in intermedate rotted 
w∞d carbon (島)and brown rotted wood carbon (G1). 

c. The purification power of也ehydrated active carbon was tested with penicil-
lin solution. Samples were brown rotted wood of Larix Kaemρタバ SARG.and 
Chωnaecyparis obtusa S. et Z. and sound wood of Quercus cris.ρul a BLUME， Tilia 
ja;.がmicaSlMK.， Picea jezoensis CARR. and Abies Mayriana M. et K. Among those 
six， Larix Kaemρiferi SARG. showed the highest power and Chamaecyρaris obtusa 
S. et Z. was the lowest because of its lowest power in elution. 

A regular relation was observed between the adsorptive power and the com-
ponents entering into the cQmposition of sample from the same trunk. The relation， 
however， did not hold in all cases. 


